
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

一
原 　 　報一 Natural　 Medicincs　 55（6），291299 （2〔〕OD

　　 「大黄 」 の 研 究 （11）1）

一 大黄 を加熱乾燥 する意義
一

吉 田 あい
a）

近藤誠三
b）

御影雅 幸
a）

金沢大学 薬学部
a＞
，小太郎漢方製薬研究所

b）

SIud董es　of　Rhei　Rhizoma （Da・huang；Dai・o ）（ll）
− The 　reason 　Da −huang 　is　processed　by　heating 一

Ai　YOSHIDA 　
”）
　，　Seizo　KONDO 　

b）
　and 　Masayuki 　MIKAGE 　

”）

α 丿 Herha ’Ga 厂den，　 Fa ‘
・
utty （）fPharmaceuticai　Sciences，　 Kanazawa 　Uniレ齠 妙，

　　　　 ノ3−1，Takara−machi ，　Kanazawa ，　Ishikawa　920−0934，　ノapan

　　 わ丿　Cettt厂α’Research 乙α わ‘丿ratt 」t［y，　 Kotaro　Pharmaceutica’Co．Ltd．，

　　　　　　47 −3，Suga−che ，　Taka’suki ，　Osaka　569−0022，　Japan

（Rc ¢ eived 　July　9，2（X〕董）

　The　 ancient 　proccssing　 lilethod 　for　Da −huang　is ”firc−drying”（ 「火 乾 」，「慱 」 ）．
”Fire−drying時 means 　heat−drying　a 紅 ahigh 　temperature ．　The　main 　advantagc 　of　hea【−

drying　was 　said 匿o　be　th¢ prevention　of　damage　by　vcmlin 　in　o 且d　Chinese　herbals．

However，　Ioday 　some 　Da −huang 　is　not 　hea卜dried．　To 　study 　another 　effect 　of 　heat−drying，

the　fresh　underground 　par［（root 　and 　rhizome ）of 　Rheum 　palmatum　var ・’a ’tgitticum 　werc

processed　 using 　 various 　 meIhods ，　and 　 an 【hraquinones，　 sennoside 　A ，　B 　 and 　p⊂｝lyphcnol

（gallic　acid ，　（＋）−catechin ，　（
一
）
−epicatechin 　gallate）　contents 　Were　determined　af1er

processing　by　absorptiomctry 　and 　HPLC 、　 The　 rcsults 　 showed 　that　 the　 scnnosides

decreased，　buUhat　the　anthraquinones 　and 　gallic　acid　inじrcased ，　when 　heat−drying　was

perlbrmed　a 目 80℃ ．　Our　findings　indicate　that　hea卜drying　mcans 　reducing 　purgative

compound 　sennosides 　and 　increasing　otherproperties 　of ［hc　medicine ．

Keywords ：Da−huang（大黄）；heat−drying；sennoside 　A ，　B ；anthraquinones ；polyphcnol

　前報
2 ）

で は本草考 証学的検 討 に よ り，大黄 の 古

来 の 薬効 は 駆瘢 血や健 胃 で あ っ たが宋代 に は瀉 下薬

と して も使用 され る よ う に なっ た こ と，清代まで は

Rheum ρatmatum 　L．を は じめ とす る 大型 の タデ科 ダ

イ オウ 属植物の 根茎を薬用 部位 と し 自然乾燥品と加

熱乾燥品があ っ た こ と，な どを明 らか に し報告 し た．

ま た，大黄臘植物 の 採集後に 加熱乾燥を行う 目的 と

し て ，梁代の 『神農本草経集注 』
3a）

や唐代の 『新

修本草』
D

に は 虫害忌避が記 され て い る ． ．・
方，

唐代の 『本草拾遺』
5 ，1）

に は 「大 黄用 之 当分別其力

若取和厚深沈能攻病者可用蜀中似 牛舌片緊硬者若取

瀉洩駿快推陳去熱 当取河西錦紋者
“
若し和厚深沈し

能く病 を攻め るを取 るな らば蜀 中の 牛舌片 に似た緊

っ て 硬 い 者を用 い るべ し，若し瀉洩駿快 し陳きを推

し熱 を去 る を取るな らば河 西 の 錦紋 を取 る べ し
”
」

と，性状 と薬効が 異な る 二 種 の 大黄 に つ い て 記さ れ

て お り，こ の 記載につ い て 前者 は 加熱乾燥さ れ た 重

質系大黄，後者 は自然乾燥 され た軽質系大黄 で あ る

こ とを考証 した．さ らに 同書 で は 「凡有蒸有生 有熟

不得
一
概 用之

“
凡そ之 を用 い る に は蒸す場合，生 （そ
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の まま乾燥 さ せ る）の 場合 ， 熟す る場合が 有り，　
・

概で は な い
”
．亅 と 記 さ れ て い る こ とか ら，加熱乾燥

は虫害忌 避と同時に 薬性 の 変化をも目的と し て い た

こ とが窺え る ．仮 に 虫害忌避 の み が 目的で あ る なら

ば，『神農 本草経集注 』 に 記載され て い る 人参
3c ）

に 対す る 「易蛙艸 唯内器 中密封頭可経 年不壊 」，沢

瀉
3d ）

に 対す る 「此物易朽蠹常須密蔵之1，独活
3 ω

に 対する 「易蛙宜密器蔵之 」 な どの ，密封容器に 保

存す る な どの 手法が と られ て も 良か っ た の で はな い

か と い う疑問が残る．

　ま た，「火乾 」 で 乾燥す る 他 の 生 薬と し て 梅実 が

あ り，『名医別録 』
3b ）

に 大黄 と 同 様に 「火乾 」 と

記され て い る が ，『神農 本草経集 注 盤
3b ）

に 「此亦

是今烏梅也 用当去核微熬」，唐代の 『四 声本 草』
5b）

に 「今 人多 用煙 熏為烏梅」，宋代の 『図経 本草』
5b）

に 「五 月採 其黄實火 熏乾作烏梅 」 と記 され て い る ご

とく，梅実 に お け る 「火乾」 は燻蒸を意味 して お り，

大黄の 「火乾」 とは性質を異 にする ．従 っ て 大黄 の

ご と く 加熱乾燥す る 生薬は他 に 例がな く，大黄に 特

異 な 方法で あ る と判断 さ れ ，「火 乾 」 や 「慱 」 な ど

大黄 に対す る加熱乾燥に は 虫害忌避以外 に 特別 な 理

由があ る もの と推察 された．

　大黄 の 乾燥方法の違い に よ る化学成 分へ の 影響に

関 し て ，米 田 ら
6）

は セ ン ノ シ ド類含量に つ い て R．

ρatmatum の種問雑 種 2 株 の 根茎 を 供 し，自然乾燥

（陰乾，陽 乾 ） と加 熱乾燥 60℃ を比較 した場合 ，

加熱する こ とによ っ て SA 含量が減少す る傾向が認

め られ ，乾燥温度 90℃ に お い て こ の 傾 向は顕著で

あ る と報告して お り，さらに 遊離ア ン トラキ ノン類

　（レ イ ン，エ モ ジ ン，ク リ ソ フ ァ ノ
ール ）含量 に つ

い て は収穫時期が異な る R．patmatum 　 5 株の根茎を

供し，自然乾燥 条件 と 加熱乾燥条件 を 比較 し た 場合

セ ン ノ シ ド類含量と は逆 に乾燥温度 が高く な る につ

れ て 各成分 と も 含量が増加す る 傾向が み ら れ，加熱

乾燥条 件 60℃ と 90℃ を比較す る と高温加熱調製ほ

ど含量が増加する と報告 して い る．

　 一
方 r新修本草 』 に 記された 「愽」 は漢字の 意 味

7） 〜9）
か ら 100℃ を超 えるか な りの 高温 で あ る こ と

が 推察 さ れ る が，こ れ ま で ，こ の よ うな高温 乾燥 に

おけ る成分含量 の 変化に つ い て は検討され て い な い ．

そ こ で本研究で は，高温加熱乾燥 「慱 」 に よ る 大黄

の 薬性の変化を検 討す る 目的 で ，R．　patmatum 　var ．

tanguticunt の 新鮮 な 地 下 部 を種 々 加 工 調 製 し，

anthraquinone 類 （AQ ），　 sennoside 　A ．　B （SA ，　SB ），

polyphenol類 ［gaUic　acid （GA ），（＋ ）
−catechin （CA ），

（一）−epicatechin 　gallate（ECG ）」の 含有 率 の 変化 を 測

定した．

実 験 の 部

1 ．実験材料

　長 野 県菅平薬草 栽 培 試験 地 に て 栽培さ れ た R．

patmatum 　 var．　 tan8utic ” m 　 6 株 ．　 MMikage 　 et　 al．

97100301〜97100306 （以 下 ， 1 〜6 ），1997 年 10

H3 日採集．

2 ．実験材 料 の 加 工 調製方法

　各株 を水洗 し根茎 と根 に分別 した後，そ れ ぞ れを

厚 さ 1 〜1．5cm の 輪切り に し，それ らを 放射状に 切

っ て 16 等 分し，無作為 に 1片づ つ 取 っ て 合する こ

と に よ り根茎 と 根 の それぞれ 16 群 を得た．次に 群

単位 で 凍結乾燥，恒温器 に よ る 100℃および 180℃

で の乾燥 を行 っ た．凍結乾燥は 自然乾燥 ，
100℃ 加

熱乾燥 は 1紅 参」 の よ うに蒸 して 虫害忌避を行う温

度 の モ デル と した． 「慱」 の モ デル は 180℃ 加熱乾

燥 と し た．乾燥は 歩 留 ま り 35 ％ 以 下で恒量 と な る

まで と し た．

　実 験 に 供 した試料 は ，金 沢大学薬学部附属 薬用植

物園 に徠管され て い る，

3 ．機器 およ び試薬

　 分光光度 計 （島津製作所，UV −1600），セ ル （ガ ラ

ス 製 ， 層 長 ： 1cm ），　 HPLC （検 出 器 ： Waters ，

Lambda −Max 　Mode1481 ； ポンプ ： 日立，655　Liquid

Chromatograph；記録器 ：Waters，QA −1TM　Da田 sys ［em ），

ただし，polyphenol類 の 測定 は L−6200 シ リ
ー

ズ （日

立）を 使用．恒温 器 （YamatO ，　 DV41 ）．標 準品 ：

1，8−dihydroxyanthraquinone は 試 薬特 級 の 再 結 晶 品

　（小太郎漢方製薬研究所 にて再結晶）；SA，　 SB は

生 薬分析用 高純度試薬 （和光純薬株式会社）；GA ，

CA ，　 ECG （フ ナ コ シ株式 会社）．　 HPLC に は HPLC

用試薬 を 用 い ，そ の 他はすべ て 試薬特級を用 い た．

4 ．成 分測定 用試 料原 液の 調製方法

　試料末約 500mg を精密 に 量 り，70 ％ メ タ ノ
ー

ル溶

液 40mL を 加え，超 音波抽出 （20min ）後，遠心 分

離 （3000 　rpm ，　10　min ）．上 澄液 を メ ス フ，ラ ス コ に 移

（295）
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TABLE1 　−1．Contcnts　ofsenn （）．gidc 　A ，B （SA ，SB），　anthraquinoncs （AQ ），　catcchin （CA ），　gallic　acid （GA ）

　　　　　　　andeicatcchin 　allate （BCG ）af
’
ter　frcczc−dr　inT

Sam　le　Individual　No．　　PaII　　SA ％ 　　SB ％ 　　SA ＋ SB ％　　A　％　　 CA 　goGA ％ 　　 ECG ％

98＊ 198
＊298
＊398
＊498
＊598
＊ 6

97100301
97100302

97100303
97100304
97100305
97100306

RooI　　 O．458 　　 0．264
　 〃　　　　0．i67　　　0．095
　 ク 　　　　0．780　　　0．411
　 ” 　　　 O，612 　　　｛〕．350
　 〃 　　　　L133　　　0．563
　 ” 　　　　0．837　　　0．391

0．7220
、2621
．1910
．9621
．696L228

O．2490
．1560
．33｛〕

  ．6420
，2780
，352

2．059L5221

．9532
．5502
．6702
．697

0．0340
．035N
．D．

N ．D．
N ．D ．
0．034

05140
．2570
．2971
．18109030

．389
98 ＊ 798

＊ 898
＊ 998

＊ IO98
＊ 1198
＊ 12

9710030 亘

97100302

9710〔｝303
97100304
97100305
9710 〔BO6

Rhizome
〃

ク

〃

〃

〃

0，250　　　0．138
0．口 O　　　O．069
0．927　　　0．426
0．507　　　0．261
0．535　　　0．277
0．389 　　　0，201

〔〕，388
‘，．179i
．3530
．7680
．8120590

02560
．1860
，39］

0，3980
，2990
，272

L944L4611

．72429212

．4312
．400

0，0390
．0230
，0410
．0280
．0220
，G37

0．4710
．3670
．296L5010

．977
（｝．550

TABLE 　卜 2．　Conten 匸s　ofsenn 廴〕sidc へ B （SへSB ），　an 山 Iaquinones （AQ ），　ca1echin （CA ），　gallic　acid （GA ）

　　　　　　　　　　　　and 　e　 icatechin　a 且la1e（ECG ）after　d　in　adOO
°

Sam 　 Ic　Individual　No ．　　Part　 SA ％　　SB ％　　SA ＋SB ％ 　　A 　％ CA ％ 　　 GA （％　　 ECG ％

98 ＊9798
＊9898
＊9998

＊ loo98
＊ to］

98＊ 102

97100301
97100302
97100303
9710 〔〕304
97100305
97100306

RooI 　　 O528 　 　 0．302
　〃　　　　0．230 　　　0．126
　 ”　　　　 ．713　　　0．354
　ク　　　　｛〕．545　　　0、307
　 〃 　　　　1．125　　　0．625
　ク　　　　0．742　　　0．376

O．8300
．3．　561
．0670
、8521
．7501
．118

｛〕．2240
．1330
．2170
．7300
，2720262

2．500Ll70L3270，09且

O．OIOO
，030

O．4830
．2071
．161

98 ＊ 10398
＊ 10498
＊ 10598
＊ 10698
＊ 10798
＊ 108

971003．　Gl
97100302

97100303
971〔〕  304
97100305
97100306

Rhiz〔〕me 　O．298　　 0．181
　 〃　　　　0．161　　　 0．097
　 〃　　　　0．693　　　0，368
　 〃　　　　O．434　　　0．292
　 〃 　　　　0．544　　　0，327
　 〃 　　　　0．346　　　0．218

0．4790
．2581
．0610
．7260
．8710
．564

0，2730
、1720
．189

〔〕，2820
．2360
．220

L7091
」631
．457

0．0990
，0880
．036

O，4050
、2730
．223

TABLE 　l −3．　Contents　of　sennoside 　A ，
B （SA ，SB ），　anthraquinoncs （AQ ），　catechin （CA ），　gallic　acid （GA ）

　　　　　　　　　　　　and 　e　 icatcchln　arlate （ECG ）after　d　in　at　180
°

Sam
　
le　Indivldual　No ．　　Parl．　 SA （％ ）　 SB （％ ）　　SA ＋SB（％）　 AQ （％ ）　　CA （％ ）　　GA （％ ）　　ECG （％）

98 ＊ 10998
＊ llO98
＊ 11198
＊ ll298
＊ ll398
＊ 114

97100301
97100302
97100303
971〔〕0304
97100305
971003 〔〕6

Root　　 O．044　　　0，018
　 ク 　　　0．032 　　 0．014
　〃 　　　　0．273　　　0，094
　4 　　　　0．027　　　0．Ol5
　” 　　　 O．03．　9　　　0．017
　 　 　 　 0．259　　　0，103

0．0620
．0460
．3670
．0420
，0560
，362

1．7〔〕2
  ．7240
．7272
．Oll1
、8691
．005

O．3480
，2890
．772

0．6290
，4200
，229

0，0860
，1520
．246

98 ＊ 11598
＊ Il698
＊ ll798
＊ 1i898
＊ ll998
＊ 120

97100301
97100302
97100303
97100304
97100305
97100306

Rhizome
ク

ク

〃

ク

〃

0，0550
．0120
．3220
．3220
．0280
．072

O、050N
．D ．

0．1490
，1490
．Ol30
．039

1）．1050
．Ol2

  ．4710
，47iO
．041

  ．111

1）．8400
，6980
．8041
．5211
．4621
．163

O．8260
，1331J52

058503710

．257

0．2460
，0590
．199

し，残査に はさ らに 7090メ タ ノール 40mL を加え．

先と 同様に 操作．上澄 み 液を合 し て 70％ メタ ノ
ー

ル

で
．
［E確 に 100mL とし，成 分測定用試料原液 とした．

1 ）AQ 類の 定量

　成分測定用試料原液 2．OmL を と り，水 20mL を加

え た 後，ジエ チ ル エ ーテ ル （以
．．
ド，エ

ー
テル）50mL

を加え 分配抽出 した．水層はさ らに エ
ーテ ル 50mL

で 同様 に 抽 出した ．エ
ー

テル層 を合わせ，水洗 乾

燥後，ろ過 し減圧留去 した．残留物に 5 ％ 酢酸 マ グ

ネ シ ウ ム メ タノ
ー

ル溶液 を加えよ く振 り混 ぜ溶解 し，

5 ％ 酢 酸マ グネ シ ウム ．メ タ ノ
ー

ル 溶液 で 正 確 に

25mL とした後，そ の 溶液に つ い て 515nm で の 吸光

度を測定し た ．

　AQ 類 は L8 −dihydroxyanthraquinoneを標準品 とし
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Root Rhizome

2．0　　1，5　　1．0 　　0．5　 0．0 　0．0　　0 ．5　　1．0 　　1．5　　2．O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 SA ＋SB （％ ）

　 □ f， ee 、 e．d，yi，9 図　dryi・g ・口 00
°

■ d・yi・g ・・180
°

Root Rhizome
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Fig．　I　Diffe・e ・ ・e ・f ・e ・… id・A ・ B （SA ・SB）・・・… t・f・・蜘 i・g　 Fig・2　Diffe・en … f・n ・h・・q・i・・ n ・ ・ （AQ ）・ ・nt・ nt ・fte「岫 g

て 吸光度を比較 し，含量 を算出 した．

2 ） SA ，　 SB の 定量

　成 分測 定 用 試料 原液 を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー

（0．45 μ m ）で ろ過し，HPLC 用試料溶液 と した．　 HPLC

条件 は ，カ ラ ム ：L−Column − ODS 　4．6 × 250mm （化

学 品検 査協 会 ）： カ ラ ム 温度 ： 室温 ：検出 波長 ：

380nm ；移 動 相 ： 水
・ア セ トニ トリ ル ・リ ン 酸

（2460：540 ：1）；流速 ：SA の 保持時間が 21 分 となる

ように調節 （O．7mL ／min 前後）；面積法に て 定量．

3 ）GA ，　 CA ，　 ECG の 定 量

　（i）試料末約 100mg を 共栓付遠心 沈澱管 に 精密

に 量 り と り，80％ メタ ノール 50mL を正確に 加え，

超音波抽出 （20 分間）後，遠心分離 （3000rpm ，10min）．

上澄 液 を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー （0．45 μ m ） で ろ過

し，HPLC 用試料溶液 と した．　 HPLC 条件 は．カ ラ

ム ：CAPCELL 　PAK 　C　18　SG −120 （5μ m ）4．6× 250mm

（Shiseido）； カ ラ ム 温 度 ： 40℃ ；移 動 相 ： A 液 は

0．05mol／L リ ン酸 ・ア セ トニ トリ ル （tg：1）；B 液は

O．05mol／L リ ン酸 ・ア セ トニ トリル （1；D ；グラ ジ

ェ ン ト条件 ： O − 5 分 は 移動 相 A 液 100％ ，流速

0．6mL ／分， 5 → 10 分は移動相 A 液 100％，流速 0、6

→ LOmL ／分 ， 10→ 120 分は移動相 A 液 ：移動相 B

液 （100：0） → （70；30）， リニ ア グラジ エ ン ト流 速

1．oml．／分 ：検出波長 ：280nm ．

　 （ii）試 料末約 100mg を精密 に 量 り と り，80％ア

セ トン 50mL を 正 確に加え，超音波抽出 （20 分間）

後，遠心 分離 （3000rpm ，10min）．得 られ た 上 澄液

を減圧濃縮 し，残留物に 70 ％ メタノ
ール を加 え正

確に 50mL と し，メ ン ブラ ン フ ィ ル タ
ー

（0．45μ m ）

で ろ過 し，HPLC 用試料溶液と した．　 HPLC 条件は ，

カ ラ ム ：CAPCELL 　PAK 　CI8　SG −120 （5 μ m ）4．6×

250mm （Shiseido）； カ ラ ム 温 度 ： 35℃ ；移動 相 ；

O．05mol／L リン酸 ・ア セ トニ トリ ル 混液 （95：5） か

ら （50：50） ま で の リニ アグラ ジ エ ン ト．リニ アグ

ラジエ ン ト流速 0，7mL ／分 ；検 出 波長 ： 280nm ．

5 ．加 熱温度 条件 の 違い に よ る SA，　 SB の

　　変 化 の 1［LC 法で の 確認

　SA，　 SB 各 1mg を褐色サ ンプル 管に 入 れ ， 1GO℃

及び 180℃ 恒温器内に 2 時間静置後，テ トラ ヒ ドロ

フ ラ ン ／水 （7 ： 3） 4mL に溶か し，　 TLC 用 試料溶

液 と し た．別に SA，　 SB 各 lmg を同様 に 溶 か し，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9〕
TLC 用 標準溶液 と した．　 TLC 条件 は ，「日局 13」

に従 っ た．

結果 及 び考 察

1 ．根茎と根の 成 分含量の 相違

　凍結乾燥 品 に つ い て 根茎 と根 の SA ＋ SB 含量 を比

較す る と，株 に よ りバ ラ ツ キが あ り，根茎 に 多 い 株

と根に 多い 株 が 認 め られ，有意な差
1ω

はなか っ た．

AQ 含量，　polyphenol類も同様 で あ っ た （Table　l−1）．

今回検 討 し た 成 分で は根茎 と根の 薬効的な違 い を明

らか に す る こ と はで きなか っ た．根茎と根の 成分含

量の相違 につ い て Kroeberm は R．　patmatum と R．

0117cinale の 両 種 と もにア ン トラキ ノ ン 誘 導体 は根

の 方 が根茎よ り も多 い とし，実用的生薬 を供給する

意 味 で は根も使用す べ き で あると報 告して い る．ま

た，近年，根 も根茎と同様に使用 されるよう に な っ
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て お り
12）

，瀉 ド薬 と して は根 も使用す る こ とは 可

能 で あ る．

2 ．加 熱温 度条件の 違い によ る SA ，　 SB 含量 の

　　 差異

　 SA ＋ SB 含量 に つ い て 180℃加熱乾燥品 と凍結乾

燥品 を 比 較す る と，加 熱 に よ り い ずれ の 株に お い て

も根茎及 び根と もに著 しく減少 し た （p〈 0，05）
B 〕

（Table ［−1，　 Table　l −3 ，　 Fig．1）．ま た ，　 SA 含量 と

SB 含量 を比較 す る と，とく に SB 含量 が著 し く減

少 した （p＜O．Ol）
13）．　 SB 含 量 が 著 し く減少 し た

理 由として ，SB の 分解点 （分解融点）が 180〜186℃
14）

で あ る こ と が 考え られ る．TLC の 結果 か ら も，
180℃ で 加熱 した SB は分解 して い る こ とが確認 さ

れた．

　
一

方，100℃ 加 熱乾燥品 と凍結 乾燥 品 を 比 較す る

と，SA ＋ SB 含 量は 根茎及び根に お い て も有意な増

減 は認 め ら れ な か っ た （Table　I −2 ，　 Fig．1）．す な わ

ち，SA ＋ SB 含量が増加 し た株 （根茎，根 と も に 増

加 ） と減少 した株 （根 茎，根 ともに 減少） の 両 者が

認め られた ．　 TしC 法 で の 確認 に お い て ，】00℃ で

加熱 した SA ，　 SB に 変化 はなか っ た ．

　以 上 の 結果か ら，大 黄を 「火乾 ．1 や 「慱 」 など，

高い温 度 で 加熱乾燥させ る意義 と して ，セ ン ノ シ ド

類 を減少させ て大黄 の 瀉下活性を下げる目的があ っ

た もの と 考 え る ．こ の こ とは大黄の 古来 の 薬効が瀉

下薬で は なか っ た こ とを示唆 して お り，先 に 報告 し

た本 草考証結果 を支持す る もの である．

3 ．加 熱温度条件の 違 い によ る他の 成分 含

　　 量 の 差 異

180℃ 加熱乾燥品 は凍結乾燥 品に比 して ，AQ 含量

は いずれ の 株 に お い て も根茎及び根 と も に 著し く 増

加 した （p＜0，0DI3 ）．　一
方，100℃加熱乾燥品 は凍

結乾燥 品 に 比 し て ，根茎及び根に お い て AQ 含量に

有意 な増減は な か っ た （Table　I，Fig．2）．

　 また，polyphenol類 に つ い て加熱乾燥品と凍結 乾

燥 品 を比 較す る と，GA 含量が 増加 した ．と く に

180℃ 加熱乾燥品は凍結乾燥品 に 比 し て い ずれ の 株

にお い て も根茎及 び根 と も に 6〜 18 倍 増 加 した

（Table　I −3，　 Fig．3）．こ の 理 由 として は ，よ り 高分

子 の タ ン ニ ン が分解 した こ とで 生成 さ れ た こ と が考

え られ る ．一方，CA 含量及び ECG 含量 は 加 熱 に

よ り 減少す る 傾向 に あ っ た．

　以 E，大黄 を強 く加熱乾燥させ る目的 として ，抗

菌作用 を有する aloe −emodin や rhein を含む AQ 含

量
【5）

や，抗凝血作用 を有す る GA 含量
16）

を増加

させ る こ と に よ っ て ， 他の 薬効 をも引き出す こ とが

あ っ た こ と が 考 え られ る．

　今 回の 結 果 は，米 田 らが 加熱 乾燥 （90℃ ） に よ り

セ ン ノ シ ド類 含最 は 減少 し，遊離 ア ン トラ キ ノ ン 類

含 量 は 増加す る傾向に あ る と し た報告 に
一
致 す る が，

こ の 傾向 を示 した 加熱温度は異な っ た ．こ の 点 に つ

い て は供 した原料植物 の 違 い ．調製し た試料 の 大き

さの 違 い な どが考え られ る．

謝 辞 　実 験材料の 入 手 に は 長野 県庁薬務課 ，長野

県 菅平薬草栽培試験地に種 々 御 協力 を 賜 っ た ．TLC

法 は 日野 薬品 株式会社の 川原
一

仁氏 に行 っ て 頂 い た．

関係諸氏に 深謝する．
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